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❷ 妊娠応援助成を拡充
❸ かなちゃんパスの助成を開始
❹-❺ 特集 生物多様性を守る

未来につなぐ「厚木の生き物」
❻-❽ 街の話題/コラム/お知らせ

　多くの生物が豊かな個性を持ち、
つながりを持って共存すること。バ
ランスが崩れると、自然環境や私た
ちの生活に悪影響が及びます。

　市内にすむ生物や環境保全に向け
た取り組みなどを、分かりやすくま
とめています。

生物多様性とは

■「みんなの生物多様性」

　

若
葉
が
芽
吹
き
、
森
が
鮮
や
か
さ
を
増
す

季
節
。
七
沢
の
森
林
で
は
、
木
の
中
腹
に
設

置
し
た
巣
箱
に
す
み
着
い
た
フ
ク
ロ
ウ
が
子

育
て
を
し
て
い
ま
す
。
ひ
な
の
成
長
を
見
守

り
な
が
ら
生
態
を
調
査
す
る
の
は
、
環
境
保

全
団
体
の
「
森も

里り

」。
人
と
の
関
わ
り
が
薄

れ
た
森
林
や
農
地
に
再
び
手
を
加
え
、
生
き

物
が
暮
ら
し
や
す
い
里
山
環
境
を
整
え
て
い

ま
す
。

　

市
内
に
は
現
在
、
５
７
０
１
種
の
動
物
と

１
７
６
６
種
の
植
物
が
確
認
さ
れ
て
い
ま

す
。
市
は
こ
の
豊
か
な
自
然
を
守
ろ
う
と
２

０
２
４
年
、
生
き
物
や
植
物
の
減
少
を
防
い

で
生
態
系
の
回
復
を
目
指
す
「
ネ
イ
チ
ャ
ー

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
宣
言
」
を
実
施
。
市
内
の
企
業

や
団
体
と
協
力
し
、
多
く
の
生
物
と
豊
か
な

環
境
を
次
世
代
に
つ
な
ぐ
取
り
組
み
を
進
め

て
い
ま
す
。

　

６
月
は
環
境
月
間
で
す
。
人
と
生
き
物
が

共
に
過
ご
せ
る
よ
う
、
山
や
川
、
田
園
な
ど

の
身
近
な
自
然
に
目
を
向
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

問
環
境
政
策
課
☎
225
–
２
７
４
９

詳細はこちら

《
４
・
５
面
に
関
連
記
事
》
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２

こどもの未来を支える

　
国
内
で
は
、
４
・
４
組
に
１
組
の
夫
婦
に

不
妊
検
査
・
治
療
の
経
験
が
あ
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
不
妊
治
療
費
の
助
成
は
、
妊
娠

を
希
望
す
る
人
の
経
済
・
心
理
的
な
不
安
を

減
ら
す
た
め
に
昨
年
度
か
ら
導
入
。
年
間
で

延
べ
１
４
２
組
が
利
用
し
ま
し
た
。
４
月
か

ら
は
、
新
た
に
早
期
不
妊
検
査
と
不
育
症
治

療
の
費
用
助
成
も
追
加
し
、
支
援
の
幅
を
広

げ
て
い
き
ま
す
。

早
期
か
ら
の
一
歩
を

　
早
期
不
妊
検
査
費
の
助
成
は
、
４
月
以
降

に
夫
婦
が
受
け
た
精
液
検
査
や
内
分
泌
検

査
、
超
音
波
検
査
な
ど
が
対
象
。
申
請
は
１

回
限
り
で
、
最
大
３
万
円
を
助
成
し
ま
す
。

検
査
開
始
日
時
点
に
妻
の
年
齢
が
43
歳
未
満

で
、
夫
婦
共
に
検
査
を
受
け
て
い
る
こ
と
が

条
件
で
す
。
妊
娠
後
に
流
産
や
死
産
を
繰
り

返
す
不
育
症
の
治
療
費
助
成
も
新
た
に
ス

タ
ー
ト
。
保
険
適
用
外
の
治
療
が
対
象
で
、

治
療
開
始
の
初
年
度
か
ら
通
算
で
５
年
度
に

わ
た
っ
て
申
請
が
可
能
で
す
。
助
成
額
は
費

用
の
２
分
の
１
で
、
最
大
30
万
円
を
年
度
ご

と
に
交
付
し
ま
す
。

　
昨
年
度
に
引
き
続
き
、
医
療
保
険
適
用
の

不
妊
治
療
と
併
せ
て
実
施
し
た
先
進
医
療
費

に
対
す
る
助
成
も
実
施
し
て
い
ま
す
。
助
成

額
は
１
回
当
た
り
最
大
10
万
円
で
、
費
用
の

７
割
を
助
成
し
ま
す
。
治
療
終
了
か
ら
6
カ

月
以
内
に
申
請
が
必
要
で
す（
左
下
欄
参
照
）。

切
れ
目
の
な
い
支
援
を

　
妊
産
婦
が
抱
え
る
不
安
や
ス
ト
レ
ス
を
解

消
す
る
た
め
、
助
産
師
や
保
健
師
な
ど
に
よ

る
相
談
体
制
も
充
実
さ
せ
て
い
ま
す
。
出
産

を
控
え
る
夫
婦
を
対
象
と
し
た
育
児
体
験
教

室
や
産
後
の
生
活
に
関
す
る
講
座
な
ど
、
妊

娠
中
か
ら
出
産
後
ま
で
を
切
れ
目
な
く
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

　
今
後
も
、
妊
娠
を
希
望
す
る
全
て
の
夫
婦

を
支
援
し
、
安
心
し
て
こ
ど
も
を
迎
え
ら
れ

る
環
境
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

問
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
☎
225-

２
６
０
７

　市内の保育施設で働く保育士が、園の特色を紹介し
ながら就職のアドバイスをします。

早
期
不
妊
検
査
費
の
助
成
を
県
内
初
導
入

　
妊
娠
を
希
望
す
る
人
を
後
押
し
す
る
た
め
４
月
か
ら
、
早
期
不
妊
検
査
と
不
育
症
治
療
へ
の
費
用
助
成
を
新
た
に
始

め
ま
し
た
。
昨
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る
不
妊
治
療
費
へ
の
助
成
も
継
続
。
検
査
か
ら
治
療
ま
で
を
支
援
し
、
誰
も
が

安
心
し
て
出
産
・
子
育
て
で
き
る
環
境
を
つ
く
り
ま
す
。

Zoom Up

妊
娠
応
援
助
成
を
拡
充

問保育課☎225-2768

会場　あつぎ市民交流プラザ
内容　�施設職員との就職相談、市職員による助成金の

制度説明など
対象　�市内の保育施設に就職を希望するまたは興味の

ある方
　　　※託児あり（1歳～小学3年生10人）
費用　無料

日時　7月11日　13～16時

申不要。託児を希望する場合は6月22日
までに電話で保育課へ。先着順。申こども家庭センターや市HPにある申請書などを直接また

は郵送で〒243-8511こども家庭センター☎225-2607へ。

　国の統計によると10人に1人の赤ちゃん
が、体外受精などの生殖補助医療で誕生し
ています。不妊に至る要因は、持病の有無
や年齢などさまざまで、不妊に悩む夫婦の
約半数が男性にも原因があるといわれてい
ます。
　治療期間は、数カ月で終わる人もいれば、
3年以上かかる人もいます。治療を受けた
全ての人がこどもを授かれるわけではな
く、治療に臨む際は夫婦間の協力が大切で
す。通院は、多い人で週に2、3回。心身
共に疲労が重なるため、職場や家族など周
りの方の理解も大切です。
　治療を検討する際は、治療法や助成制度
などを夫婦で一緒に考えるのが第一歩で
す。不安や悩みは抱え込まず、気軽に医療
機関へ相談してください。

市立病院 産婦人科
河野 雅美 医師（30）

悩みを抱えずに

夫婦間の理解と協力が大切

詳細はこちら
詳細は
こちら

各種助成金の概要
　妊娠を希望する全ての方の不安を解消するため、検査から治療までを継続的
に支援します。

早期不妊検査費

　不妊症の診断のため、
夫婦で共に受けた不妊
検査費を助成。

【対象の検査】
　精液・内分泌検査、
超音波検査など

【助成対象者】
　検査開始日に妻の年
齢が43歳未満の夫婦

不妊治療費

　医療保険適用の生殖
補助医療と併せて実施
した先進医療費を助成。

【対象の治療】
　子宮内膜刺激胚移植
法、子宮内膜擦過術など

【助成対象者】
　医療保険適用の体外
受精などと併せて先進
医療を受けている夫婦

最大助成
金額 10万円

回

費用の10分の7。治療終了か
ら６カ月以内に申請が必要

助成
金額 最大3 万円

夫婦一組で１回まで

不育症治療費

　妊娠後、流産や死産
を繰り返す不育症の治
療費を助成。

【対象の治療】
　不育症診断後に受けた
医療保険適用外の治療

【助成対象者】
　治療を受けている本
人、配偶者またはパー
トナー

最大助成
金額 30万円

年

費用の２分の１
年度ごとに申請可能

保育のしごと
就職フェア



３ 2026（令和８）年６月１日

　高齢者の外出を後押しするため、神奈川中央交通が発行する定期券方式
のバス割引乗車券の助成を６月から開始します。助成額は最大で２万円。
日常生活や健康維持に欠かせない移動手段の確保を支援します。

かなちゃんパスの助成を開始
高齢者の外出を支援

Zoom Up

気軽にバスに乗って外出できるように気軽にバスに乗って外出できるように

　
年
を
重
ね
る
と
身
体
能
力
が
低
下
し
、
車

や
自
転
車
な
ど
の
運
転
に
危
険
が
生
じ
ま

す
。
自
動
車
運
転
免
許
証
の
自
主
返
納
も
増

え
る
中
、
高
齢
者
に
と
っ
て
移
動
手
段
の
確

保
は
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
神
奈
川
中
央
交
通
（
神
奈
中
）
で
は
こ
れ

ま
で
、
現
金
１
０
０
円
で
１
回
乗
車
が
で
き

る
バ
ス
割
引
乗
車
券
「
か
な
ち
ゃ
ん
手
形
」

を
発
行
。
市
で
は
一
人
当
た
り
７
８
０
０
円

を
助
成
し
、
年
間
１
万
人
の
外
出
を
支
援
し

て
き
ま
し
た
。新
た
に
誕
生
し
た「
か
な
ち
ゃ

ん
パ
ス
」は
、定
期
券
方
式
で
ス
マ
ー
ト
フ
ォ

ン
ア
プ
リ
「
ラ
イ
ド
・
パ
ス
」
ま
た
は
交
通

系
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
で
発
行
。
１
年
券
５
万
４
千

円
に
対
し
、
２
万
円
を
助
成
し
ま
す
。

乗
降
時
の
支
払
い
は
不
要

　
か
な
ち
ゃ
ん
パ
ス
は
、
乗
降
時
の
支
払
い

が
不
要
。
ア
プ
リ
画
面
の
提
示
ま
た
は
Ｉ
Ｃ

カ
ー
ド
の
タ
ッ
チ
で
利
用
で
き
ま
す
。
神
奈

中
バ
ス
の
一
般
路
線
全
線
で
利
用
が
で
き
、

日
常
生
活
に
加
え
、
遠
方
へ
の
外
出
の
き
っ

か
け
と
し
て
の
役
割
も
期
待
さ
れ
ま
す
。

　
助
成
に
当
た
っ
て
は
、
市
か
ら
対
象
者
に

送
ら
れ
る
申
請
書
を
提
出
し
、
助
成
券
を
事

前
に
受
け
取
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
購
入
は

ア
プ
リ
、
市
内
３
カ
所
の
神
奈
中
営
業
所
や

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で
可
能
。
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
を
使
っ
た
ア
プ
リ
で
の
購
入
を
支
援

す
る
た
め
、
神
奈
中
職
員
に
よ
る
説
明
会
も

開
催
さ
れ
ま
す
。

　
既
に
か
な
ち
ゃ
ん
パ
ス
を
利
用
し
て
い
る

小
川
百
合
子
さ
ん
（
70
・
温
水
）
は
「
降
車

時
に
小
銭
を
用
意
す
る
手
間
が
省
け
て
利
用

し
や
す
く
な
っ
た
。
い
ろ
い
ろ
な
場
所
に
出

か
け
た
い
」
と
話
し
ま
す
。

高
齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り

　
高
齢
者
の
外
出
支
援
で
は
他
に
も
、
４
０

０
円
分
の
タ
ク
シ
ー
利
用
券
を
48
枚
交
付
す

る
事
業
も
実
施
。「
運
転
免
許
証
を
持
っ
て

い
な
い
」
な
ど
の
条
件
を
満
た
す
70
歳
以
上

が
対
象
で
、
か
な
ち
ゃ
ん
パ
ス
の
助
成
と
い

ず
れ
か
一
方
を
選
択
で
き
ま
す
。
市
内
の
保

養
施
設
や
映
画
館
な
ど
で
利
用
で
き
る
「
シ

ル
バ
ー
チ
ケ
ッ
ト
」
も
交
付
し
て
い
ま
す
。

　
生
き
生
き
と
し
た
生
活
を
送
る
こ
と
は
、

疾
病
や
認
知
症
な
ど
の
予
防
に
つ
な
が
り
ま

す
。こ
れ
か
ら
も
誰
も
が
生
き
が
い
を
持
ち
、

い
つ
ま
で
も
自
分
ら
し
く
生
活
で
き
る
環
境

を
整
え
て
い
き
ま
す
。

問
福
祉
総
合
支
援
課
☎
225-

２
２
２
０

市から届いた申請書に
購入方法を記入して提出

▼
助成券が届いたら、アプリで購入
申請（利用開始日も設定）

▼
審査（５日程度）

▼
支払い方法の案内メールが届く

▼
支払い終了後、

設定した利用開始日に発行

市から届いた申請書に
購入希望日を記入して提出

▼
後日に送付される助成券に記載
された日時に窓口で購入

▼
その場で発行

かなちゃんパスの購入手続きの流れ

スマートフォンアプリ

定住促進子育て世帯住宅取得支援事業
補助金

親元近居・同居住宅取得等支援事業
補助金

無料説明会

神奈中窓口での購入（事前予約制）交通系ＩＣカード

　スマートフォンの操作が不安な方に
向け、神奈中職員が説明します（申請
時に申し込みが必要）。

いずれも申市HPなどにある申請
書を直接または郵送で〒243-
8511住宅課へ。

〈対象〉�世帯主または配偶者が50歳未満で、中学
生以下のこどもがいる世帯

〈対象〉�市内居住の親世帯と近居・同居を始める
子世帯

※地域・在勤加算で最大40万円

※地域・若年・子育て・在勤加算で最大100万円

20万円

取得＝同居60万円、近居40万円
改修＝対象経費の1/10（上限20万円）

■日にち・会場　
　６月17～19日　荻野運動公園
　６月22～24日　老人福祉センター寿荘
■時間（１日4回）
　①９時～②10時30分～
　③13時～④14時30分～（各回90分）

■購入場所
　・�本厚木、愛甲石田駅前サービスセン
ター

　・厚木北営業所（上荻野3596-1）
■期間　
　６月17日から
　※窓口によって受付時間が異なります。

マイホームマイホームのの購入購入を支援を支援
　若年世代から高齢者までが互
いに支え合えるまちづくりを目
指し、住宅の取得費用などを補
助します。

問住宅課☎225-2330

助成開始　６月17日〜
対　　象　�2026年１月１日現在、市内在住で年

度内に70歳以上の方
※�対象者に５月下旬頃、案内通知と申請書を郵送
（高齢者タクシー利用券交付者などは対象外）。

発行媒体　�スマートフォンアプリまたは交通系ＩＣ
カード

助成額

※年度内１種類のみ利用が可能。
　�３カ月券は年度内２回申請可能。

かなちゃんパスで出かけよう

券種 定価 助成額 自己負担額
１年券 5万4000円

2万円
3万4000円

６カ月券 2万8500円 8500円
３カ月券 1万5000円 １万円 5000円

詳細は
こちら

詳細はこちら

補助額

補助額



特集　生物多様性を守る

　
森
に
す
む
シ
カ
や
タ
ヌ
キ
、
水
辺
に
す
む
ホ
タ
ル
や
カ
エ
ル
、
四

季
折
々
に
咲
く
草
花
、
貴
重
な
湿
地
植
物
―
。
私
た
ち
の
す
ぐ
そ
ば

に
は
、
多
様
な
命
が
息
づ
い
て
い
ま
す
。
特
集
で
は
、「
厚
木
の
生

き
物
」
を
守
り
、
次
の
世
代
へ
と
つ
な
い
で
い
く
人
々
の
姿
を
追
い

ま
し
た
。

問
環
境
政
策
課
☎
225-

２
７
４
９

詳細はこちら

　あつぎこどもの森公園が環境省の進める「自然共生
サイト」に認定され、国際データベースに登録されま
す。 問環境政策課☎225-2749

未
来
に
つ
な
ぐ

小学生から主婦まで幅広い世代が活動に参加

「
厚
木
の
生
き
物
」

環
境
保
全
団
体
「
森も

り里
」

自
然
を
守
る
一
歩
は

「
知
る
こ
と
」

着
け
た
鳥
た
ち
と
の
再
会
や
新
た
な
生
き
物

に
出
会
え
た
時
が
何
よ
り
う
れ
し
い
」
と
目

を
細
め
る
小
林
さ
ん
。実
を
結
ん
だ
活
動
に
、

確
か
な
手
応
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。

地
道
な
活
動
を
大
き
な
力
へ

　

森
里
の
活
動
方
針
は
、「
一
人
一
人
の
や

り
た
い
こ
と
を
大
切
に
す
る
こ
と
」。
さ
ま

ざ
ま
な
生
き
物
に
合
っ
た
巣
箱
の
設
置
も
、

メ
ン
バ
ー
か
ら
の
提
案
で
し
た
。
小
林
さ
ん

は
、
同
じ
志
を
持
つ
メ
ン
バ
ー
の
育
成
に
も

注
力
し
て
い
ま
す
。
大
学
生
の
西
川
樹
さ
ん

（
23
）
は
、
獣
医
師
に
な
っ
て
野
生
動
物
の

保
全
に
関
わ
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

「
生
態
系
を
守
る
た
め
の
活
動
は
、
想
像
を

は
る
か
に
超
え
る
難
し
さ
。
現
場
に
来
て
、

初
め
て
気
付
け
た
こ
と
は
多
い
」
と
話
す
西

川
さ
ん
。
小
林
さ
ん
の
下
で
、
将
来
に
向
け

た
経
験
を
一
つ
一
つ
積
み
重
ね
て
い
ま
す
。

　
身
近
な
自
然
の
魅
力
を
伝
え
る
一
環
と
し

て
、
小
林
さ
ん
が
日
頃
か
ら
心
掛
け
て
い
る

の
が
情
報
発
信
で
す
。「
知
っ
て
も
ら
う
」

こ
と
が
、
行
動
に
移
し
て
も
ら
う
原
動
力
に

な
る
と
信
じ
、
広
報
紙
を
作
成
し
て
地
域
へ

配
布
す
る
ほ
か
、
講
習
会
の
開
催
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ

の
活
用
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
地
道
な
活

動
に
よ
り
最
近
で
は
、
地
域
で
声
を
掛
け
ら

れ
た
り
、
イ
ベ
ン
ト
の
参
加
者
が
増
え
た
り

と
、
関
心
の
広
が
り
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
「
一
人
一
人
に
、
自
然
の
こ
と
を
考
え
て

も
ら
う
き
っ
か
け
を
つ
く
り
た
い
。そ
し
て
、

厚
木
に
広
が
る
自
然
の
好
き
な
と
こ
ろ
を
一

つ
で
も
い
い
の
で
見
つ
け
て
ほ
し
い
」。
根

気
強
い
取
り
組
み
を
大
き
な
力
へ
と
変
え
る

べ
く
、
小
林
さ
ん
は
雄
大
な
自
然
と
向
き
合

い
な
が
ら
挑
戦
を
続
け
ま
す
。

　

柔
ら
か
な
日
差
し
に
包
ま
れ
た
七
沢
の

森
。
生
い
茂
る
木
々
の
間
か
ら
、
鳥
の
さ
え

ず
り
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
緑
に
囲
ま
れ
、

野
鳥
の
生
息
環
境
な
ど
を
調
べ
る
の
は
小
林

夏
子
さ
ん
（
29
・
鳶
尾
）。
里
山
の
保
全
や

生
き
物
の
生
態
調
査
な
ど
に
取
り
組
む
環
境

保
全
団
体
「
森
里
」
の
代
表
で
す
。

自
然
全
体
を
守
る

　
幼
い
頃
か
ら
傷
つ
い
た
野
生
動
物
を
救
う

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
続
け
て
き
た
小
林
さ

ん
が
、
森
里
を
立
ち
上
げ
た
の
は
４
年
ほ
ど

前
。
野
生
動
物
を
守
る
た
め
に
は
、
生
息
環

境
そ
の
も
の
の
保
全
が
必
要
だ
と
気
付
い
た

の
が
き
っ
か
け
で
し
た
。
現
在
は
、
18
人
の

仲
間
と
共
に
里
山
の
再
生
と
生
態
系
の
回
復

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
人
の
手
に
よ
る
管

理
が
行
き
届
い
た
里
山
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
生

き
物
が
暮
ら
せ
る
貴
重
な
場
所
で
す
。
し
か

し
、
耕
作
放
棄
な
ど
が
進
む
と
、
里
山
は
縮

小
の
一
途
を
た
ど
り
ま
す
。小
林
さ
ん
は「
一

度
荒
れ
て
し
ま
っ
た
場
所
を
豊
か
な
自
然
環

境
に
戻
す
の
は
本
当
に
大
変
だ
っ
た
」
と
振

り
返
り
ま
す
。

　
活
動
に
取
り
組
む
中
で
、
特
に
力
を
入
れ

て
い
る
の
が
鳥
類
の
保
全
や
調
査
で
す
。
国

の
許
可
が
必
要
な
『
標
識
調
査
』
を
取
り
入

れ
、
野
鳥
に
数
字
や
文
字
が
刻
ま
れ
た
環
境

省
の
足あ

し
わ環

を
着
け
て
自
然
へ
戻
し
て
い
ま

す
。野
鳥
の
状
態
や
種
類
の
増
減
な
ど
か
ら
、

管
理
地
の
環
境
を
把
握
し
ま
す
。「
鳥
た
ち

の
命
を
借
り
て
環
境
保
全
に
取
り
組
ん
で
い

る
の
で
、
協
力
者
で
あ
る
鳥
た
ち
に
好
ま
し

い
成
果
を
還
元
す
る
責
任
が
あ
る
」
と
力
強

く
話
す
小
林
さ
ん
。
調
査
を
続
け
て
４
年
。

管
理
し
た
場
所
を
利
用
し
続
け
て
い
る
鳥
た

ち
の
存
在
や
、
３
年
以
上
前
に
放
し
た
渡
り

鳥
が
再
び
戻
っ
て
き
て
い
る
こ
と
も
分
か
っ

て
き
ま
し
た
。

野
鳥
の
保
全
に
手
応
え

　

鳥
た
ち
の
生
息
環
境
を
整
え
る
道
の
り

は
、
想
像
以
上
に
時
間
の
か
か
る
も
の
で
し

た
。
そ
れ
で
も
地
道
な
作
業
を
重
ね
る
う
ち

に
、
変
化
の
兆
し
が
現
れ
て
き
ま
し
た
。
活

動
の
一
つ
と
し
て
設
置
し
た
巣
箱
に
、
市
内

で
生
息
数
が
減
少
し
て
い
る
フ
ク
ロ
ウ
が
居

を
構
え
ま
し
た
。
森
に
暮
ら
す
多
く
の
生
き

物
に
と
っ
て
、
木
の
幹
に
で
き
る
穴
の
空
い

た
『
樹
洞
』
は
必
要
不
可
欠
で
す
。
近
年
の

森
林
開
発
な
ど
に
よ
る
樹
洞
の
不
足
を
補

う
た
め
に
設
置
し
た
巣
箱
に
は
、
内
部
を
見

守
る
た
め
の
カ
メ
ラ
を
設
置
。
ど
ん
な
生
き

物
が
巣
箱
を
利
用
す
る
の
か
を
確
認
し
な
が

ら
、
設
置
の
高
さ
や
向
き
、
巣
材
に
つ
い
て

試
行
錯
誤
を
重
ね
て
い
ま
す
。

　

５
月
、
巣
箱
で
育
っ
て
き
た
フ
ク
ロ
ウ

の
ひ
な
が
巣
立
ち
の
時
期
を
迎
え
ま
し
た
。

森
里
で
は
巣
立
ち
前
の
限
ら
れ
た
期
間
で
、

ひ
な
の
健
康
チ
ェ
ッ
ク
や
足
環
の
装
着
、
Ｄ

Ｎ
Ａ
の
分
析
な
ど
を
実
施
。
命
を
預
か
る
調

査
は
、
独
特
の
緊
張
感
が
漂
う
瞬
間
で
す
。

現
場
で
慎
重
な
作
業
を
終
え
た
小
林
さ
ん

が
、
親
鳥
の
戻
っ
て
き
た
姿
を
見
届
け
て

安あ
ん
ど堵

の
表
情
を
浮
か
べ
ま
し
た
。「
足
環
を

小林さんとフクロウの様子を確認する西川さん（右）

あ
つ
ぎ
こ
ど
も
の
森
ク
ラ
ブ

自
然
に
触
れ
合
う
体
験
を

　
「
な
ん
と
い
う
生
き
物
だ
ろ
う
」「
初
め
て

見
た
」。
日
曜
の
昼
下
が
り
、
あ
つ
ぎ
こ
ど

も
の
森
公
園
に
張
ら
れ
た
テ
ン
ト
か
ら
弾
ん

だ
声
が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。
展
示
さ
れ
た
花

や
虫
を
観
察
し
、
こ
ど
も
た
ち
が
目
を
輝
か

せ
な
が
ら
生
き
物
探
し
に
走
り
出
し
ま
す
。

「
あ
つ
ぎ
こ
ど
も
の
森
ク
ラ
ブ
」
で
は
観
察

会
を
開
き
、
こ
ど
も
た
ち
が
生
き
物
や
自
然

と
触
れ
合
う
き
っ
か
け
を
つ
く
っ
て
い
ま
す
。

里
山
を
生
か
す

　
井
上
允
さ
ん
（
78
・
上
荻
野
）
が
代
表
を

務
め
る
ク
ラ
ブ
は
、
公
園
の
完
成
に
合
わ
せ

て
10
年
前
に
発
足
し
ま
し
た
。
32
人
の
ス

タ
ッ
フ
で
希
少
な
植
物
や
生
き
物
の
観
察
、

田
畑
を
使
っ
た
農
業
体
験
な
ど
を
展
開
。
絶

滅
危
惧
種
を
含
む
多
く
の
水
生
生
物
や
動
植

物
が
生
息
す
る
園
内
の
里
山
環
境
の
保
全
に

も
精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
近
年
、
虫
を
怖
が
っ
た
り
触
れ
な
か
っ
た

り
す
る
こ
ど
も
た
ち
が
増
え
て
い
る
こ
と
に

危
機
感
を
持
っ
た
井
上
さ
ん
。
何
か
で
き
る

こ
と
は
な
い
か
と
み
ん
な
で
考
え
た
の
が
、

園
内
に
あ
る
資
源
を
有
効
活
用
し
た
「
い
き

も
の
ガ
イ
ド
」
で
し
た
。
季
節
ご
と
に
姿
を

見
せ
る
生
き
物
や
植
物
を
展
示
し
、
こ
ど
も

た
ち
が
気
に
な
っ
た
生
き
物
が
い
れ
ば
ス

タ
ッ
フ
と
一
緒
に
園
内
を
探
索
。
図
鑑
や
顕

微
鏡
を
使
っ
て
観
察
を
手
伝
う
な
ど
、
自
然

に
親
し
む
楽
し
さ
を
伝
え
て
い
ま
す
。

考
え
る
時
間
を
大
切
に

　

ガ
イ
ド
ス
タ
ッ
フ
を
務
め
る
楠
実
友
さ

ん
（
24
・
長
谷
）
は
、
東
京
農
業
大
学
の
大

学
院
生
で
す
。
2
年
前
に
、
大
学
の
研
究
で

公
園
を
訪
れ
、
ス
タ
ッ
フ
に
声
を
か
け
ら
れ

た
の
が
参
加
の
き
っ
か
け
で
し
た
。
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
や
チ
ラ
シ
の
作
成
な
ど
も
幅
広
く
担

当
し
て
い
ま
す
。

　
展
示
が
中
心
だ
っ
た
活
動
に
、
園
内
を
歩

き
な
が
ら
観
察
す
る
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を

加
え
る
よ
う
提
案
し
た
の
も
楠
さ
ん
で
し

た
。「
こ
ど
も
た
ち
が
捕
ま
え
た
生
き
物
を

見
せ
て
く
れ
た
時
や
、
夢
中
に
な
っ
て
楽
し

ん
で
い
る
姿
を
見
る
の
が
う
れ
し
い
」
と
笑

顔
で
話
す
楠
さ
ん
。
生
き
物
へ
の
興
味
を
深

め
て
も
ら
う
た
め
、
こ
ど
も
た
ち
が
考
え
る

時
間
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。
こ
ど
も
た
ち

と
草
花
や
生
き
物
に
触
れ
合
い
な
が
ら
も
、

す
ぐ
に
答
え
を
教
え
ず
に
少
し
離
れ
た
場
所

か
ら
優
し
く
見
守
る
楠
さ
ん
。「
見
て
い
る

景
色
や
気
付
く
点
の
違
い
な
ど
、
こ
ど
も
た

ち
か
ら
学
ぶ
こ
と
は
多
い
」
と
、
交
流
か
ら

生
ま
れ
る
発
見
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。
ガ
イ

ド
だ
け
で
な
く
、
活
動
を
広
め
る
た
め
に
目

を
引
く
よ
う
な
デ
ザ
イ
ン
の
チ
ラ
シ
作
り
や

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
の
情
報
発
信
と
い
っ
た
新
し
い
手

法
に
も
挑
戦
。「
多
く
の
人
に
里
山
の
魅
力

を
知
っ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
思
い
を
胸
に
活

動
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

豊
か
な
成
長
を
願
っ
て

　
「
こ
ど
も
た
ち
が
、
公
園
で
体
験
し
た
こ

と
を
思
い
出
し
、
心
の
支
え
と
な
る
何
か
を

始
め
る
き
っ
か
け
に
な
れ
ば
う
れ
し
い
」。

井
上
さ
ん
た
ち
は
、
田
ん
ぼ
で
の
米
作
り
や

森
の
中
で
の
ホ
タ
ル
観
察
会
な
ど
を
次
々
と

企
画
し
ま
す
。「
自
然
の
中
で
思
い
切
り
体

を
動
か
し
な
が
ら
、
優
し
さ
と
豊
か
な
感
性

を
育
ん
で
ほ
し
い
」
と
願
い
を
込
め
る
井
上

さ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
心
地
よ
い
距
離
感
で
、

こ
ど
も
た
ち
の
可
能
性
を
広
げ
て
い
き
ま
す
。

虫や植物などを幅広く展示

「仲間が増えれば」と井上さん

季節ごとにパンフレットなどを作成

あつぎこどもの森公園が
自然共生サイトに認定

　企業や自治体などによる、自然環境の継続的な保全
活動を認定する制度。認定期間は5年間。

然共生サイトとは

　生き物や植物の減少を防いで生態系の回復を目指す
「ネイチャーポジティブ」（自然再興）の実現に向け、
生態系の保全と回復に力を入れます。

後の取り組み

〈内容〉
①特定外来種の駆除
②生き物がすみやすい環境の整備

いきものガイドは第1・3日曜日に開催

園内で見つけた生き物を見せる楠さん（右）

個体識別のためフクロウのひなに足環を着ける

観察会や講習会など普及啓発に力を注ぐ

日時　6月1～30日　9～19時（15日を除く）
場所　中央図書館
内容　生物多様性に関する図書の貸し出しと「森里」
　　   「こどもの森クラブ」の活動内容を展示

問中央図書館☎223‒0033

広報あつぎ連動企画
図書展　生物多様性と厚木の生き物

「環境の変化を生き物が教えてくれる」と小林さん

野鳥に足環を着けて自然に戻す

自

今

45 2026(令和８)年６月１日
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市
立
小
・
中
学
校
の
給

食
で
5
月
、
横
浜
Ｄ
ｅ
Ｎ

Ａ
ベ
イ
ス
タ
ー
ズ
の
若
手

寮
で
食
さ
れ
て
い
る
「
青

星
寮
カ
レ
ー
」
を
提
供
し

ま
し
た
。

　
こ
ど
も
た
ち
に
ス
ポ
ー

ツ
と
食
を
通
じ
た
体
づ
く

り
へ
の
関
心
を
高
め
て
も

ら
お
う
と
企
画
。
選
手
た

ち
の
健
康
を
支
え
る
メ
ニ
ュ
ー
の
レ
シ
ピ
を
、
栄
養
士
が
学

校
給
食
向
け
に
ア
レ
ン
ジ
し
ま
し
た
。

　

給
食
時
間
の
前
に
は
石
田
裕
太
郎
投
手
が
ビ
デ
オ
メ
ッ

セ
ー
ジ
で
「
選
手
た
ち
も
こ
の
カ
レ
ー
を
た
く
さ
ん
食
べ
て

い
る
。
皆
さ
ん
も
食
事
を
大
切
に
し
て
勉
強
や
部
活
を
頑

張
っ
て
ほ
し
い
」
と
エ
ー
ル
を
送
り
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は

「
タ
マ
ネ
ギ
の
甘
み
や
ス
パ
イ
ス
が
効
い
て
い
て

お
い
し
い
」「
ご
は
ん
を
た
く
さ
ん
食
べ
て
、
水

泳
や
受
験
勉
強
を
頑
張
り
た
い
」
な
ど
と
話
し
な

が
ら
、
口
い
っ
ぱ
い
に
カ
レ
ー
を
頬
張
っ
て
い

ま
し
た
。

　
花
と
緑
に
ち
な
ん
だ
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
楽
し

め
る
「
緑
の
ま
つ
り
」
を
、
5
月
9
・
10
日
の
二

日
間
に
わ
た
っ
て
厚
木
中
央
公
園
で
開
催
し
ま
し

た
。

　
会
場
に
は
、
市
の
花
で
あ
る
サ
ツ
キ
の
盆
栽
や

市
内
産
の
花
を
使
っ
た
円
形
花
壇
を
展
示
。
写
真
撮
影
や
花

を
楽
し
む
多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
廃
棄
予
定
の
素

材
を
使
用
し
た
花
束
や
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
り
な
ど
の
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
こ
け
玉
作
り
の
教
室
も
開
か
れ
、
こ
ど
も
か
ら

大
人
ま
で
夢
中
に
な
っ
て
作
品
作
り
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　
家
族
で
来
場
し
た
景

山
里
子
さ
ん
（
43
）
は

「
毎
年
、
楽
し
み
に
し

て
い
る
。
花
の
配
布
や

体
験
教
室
な
ど
、
気
軽

に
参
加
で
き
る
の
が
う

れ
し
い
」。
息
子
の
桐

真
く
ん
（
４
）
は
「
絵

を
描
く
ス
ト
ラ
ッ
プ
作

り
が
楽
し
か
っ
た
」
と

笑
顔
を
見
せ
ま
し
た
。

　
七
沢
に
伝
わ
る
「
せ
ん

み
凧た

こ

」
を
作
っ
て
揚
げ
る

イ
ベ
ン
ト
が
４
月
、
玉
川

公
民
館
な
ど
で
開
か
れ
ま

し
た
。約
50
人
が
参
加
し
、

も
の
づ
く
り
や
地
域
の
交

流
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
当
日
は
、
七
沢
せ
ん
み

凧
保
存
会
の
手
ほ
ど
き

で
、
た
こ
の
色
塗
り
が
ス

タ
ー
ト
。
た
こ
に
赤
や
黄
、
ピ
ン
ク
な
ど
の
色
が
入
る
と
た

こ
揚
げ
大
会
が
始
ま
り
、
空
高
く
揚
が
っ
た
た
こ
に
大
き
な

歓
声
が
巻
き
起
こ
り
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
黒
木
陽
葵
さ
ん
（
４
）
は
「
難
し
か
っ
た
け
れ

ど
、
遠
く
へ
走
っ
た
ら
高
く
飛
ん
で
楽
し
か
っ
た
」
と
満
足

げ
に
話
し
ま
し
た
。
保
存
会
の
前
場
政
行
会
長（
87
）は「
広

く
知
ら
れ
る
文
化
に
し
て
い
き
た

い
」
と
笑
顔
。
保
存
会
で
は
玉
川

小
学
校
の
卒
業
制
作
で
た
こ
作
り

を
教
え
る
な
ど
、
地
域
の
伝
統
を

つ
な
い
で
い
ま
す
。

こどもたちの成長を願って

厚木中央公園で「緑のまつり」

七沢でせんみ凧揚げ

真剣なまなざしで色を塗るこどもたち

花と緑に親しむ

来場者でにぎわうワークショップ

　
普
段
は
立
ち
入
れ
な
い
消
防
署

の
内
部
や
車
両
を
見
学
・
体
験
で

き
る「
厚
木
消
防
オ
ー
プ
ン
デ
ー
」

を
、
5
月
に
開
催
し
ま
し
た
。

　
イ
ベ
ン
ト
は
消
防
業
務
を
身
近

に
感
じ
て
も
ら
う
こ
と
で
、
救
急
車
の
適
正
利
用
や
火
災
予

防
へ
の
意
識
を
高
め
て
も
ら
お
う
と
開
催
。
見
学
の
ほ
か
防

火
服
の
着
装
体
験
や
ミ
ニ
消
防
車
に
乗
っ
て
の
記
念
撮
影
、

ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
な
ど
が
楽
し
め
、
こ
ど
も
た
ち
が
目
を
輝

か
せ
て
楽
し
み
ま
し
た
。

　
参
加
し
た
大
内
俊
明
さ
ん
（
50
）
は
「
こ
ど
も
の
夢
が
消

防
士
な
の
で
来
た
。
24

時
間
体
制
で
動
い
て
く

れ
て
い
る
こ
と
を
実
感

し
た
」
と
話
し
、
息
子

の
捺
生
さ
ん
（
６
）
は

「
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
が

楽
し
か
っ
た
。
初
め
て

見
る
も
の
も
い
っ
ぱ
い

あ
っ
た
」
と
楽
し
そ
う

に
話
し
ま
し
た
。

消防士の仕事を間近で体感
厚木消防署でオープンデー

資機材に触れるこどもたち

ピト
プロ野球選手の食事をこどもたちに
学校給食で「ベイスターズ青星寮カレー」

会話を楽しみながらカレーを食べる生徒たち

　小鮎地区の自治会館など11カ所を拠点に、1985年から活
動しています。地域の人々が集まり、交流できる場をつく
るため、ゲームや体操などを楽しむミニデイサービスを中
心に、演芸会の開催や福祉施設での手伝いなどを展開して
います。
　現在は88人が所属。「誰もが
孤立することなく、心身共に健
康な生活を送ってほしい」とい
う願いの下、皆さんに地域に関
わるきっかけの場を提供してい
きます。

団体の詳細や問い合わせを希望する方は
市民協働推進課☎225-2101へ。

　ボランティアなどの社会貢献活動を支援するため、市民　ボランティアなどの社会貢献活動を支援するため、市民
活動団体の登録制度を導入しています。連載では健康・活動団体の登録制度を導入しています。連載では健康・
スポーツ・文化芸術・福祉など、さまざまな分野の市民活スポーツ・文化芸術・福祉など、さまざまな分野の市民活
動団体を紹介していきます。動団体を紹介していきます。

みんなのみんなの力力でまちをでまちを元気元気にに

あつぎあつぎのの市民活動

小鮎ボランティアの会5

　
初
夏
の
心
地
よ
い
朝
日
の
下
、
老
若
男

女
の
活
気
あ
ふ
れ
る
声
が
響
き
渡
り
ま

す
。
５
月
９
日
、
森
の
里
地
区
で
開
か
れ

た
「
森
も
り
市
」
に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。

　
地
域
の
皆
さ
ん
が
企
画
・
運
営
す
る
森

も
り
市
は
、
5
月
か
ら
12
月
ま
で
若
宮
公

園
で
開
催
さ
れ
る
朝
市
で
す
。
地
元
の
農

家
や
大
学
生
が
集
ま
り
、
新
鮮
な
地
場
産

野
菜
や
果
物
、
手
作
り
の
弁
当
、
ハ
ン
ド

メ
ー
ド
作
品
な
ど
を
販
売
。
季
節
に
合
わ

せ
た
イ
ベ
ン
ト
も
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
会
場
で
は
出
店
者
と
の
会
話
を
楽
し
む

皆
さ
ん
の
姿
が
と
て
も
印
象

に
残
っ
て
い
ま
す
。
家
族
の

よ
う
に
会
話
を
交
わ
す
皆
さ

ん
の
和
や
か
な
雰
囲
気
に
心

が
温
か
く
な
り
ま
し
た
。
私

も
た
く
さ
ん
の
交
流
を
楽
し

む
う
ち
に
、
つ
い
つ
い
手
が

ふ
さ
が
る
ほ
ど
の
買
い
物
を

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
地
域
に
根
差
し

た
活
動
は
人
と
人
と
の
つ
な

が
り
を
再
認
識
さ
せ
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

の
輪
を
広
げ
て
く
れ
ま
す
。
森
の
里
地
区

の
皆
さ
ん
が
交
流
の
場
を
創
り
出
し
、
地

域
の
魅
力
を
発
信
し
て
い
る
姿
は
、
ま
さ

に
本
市
が
掲
げ
る
「
共
創
の
ま
ち
」
の
体

現
と
い
え
ま
す
。

　
市
内
の
あ
ら
ゆ
る
場
所
で
こ
の
よ
う
な

取
り
組
み
が
展
開
さ
れ
る
こ
と
は
、
一
人

一
人
の
「
あ
つ
ぎ
愛
」
を
育
み
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
皆
さ
ん
の
活
動
を
全
力
で
サ

ポ
ー
ト
し
、
ふ
る
さ
と
に
愛
着
と
誇
り
を

持
て
る
ま
ち
を
つ
く
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

厚木市長山口貴裕

にぎわう会場で新鮮な野菜を購入

団体の一覧は
こちら︎

健康体操なども開催



7 2026（令和８）年６月１日

▲ハーモニカデュオBom×Boa

問文化魅力創造課☎225-2508

インターネット
モニターからの
意見を紹介

厚木市 インターネットモニター

インターネットモニター募集中

問広報シティプロモーション課☎225-2043

検 索

5月１日号「広報あつぎ」を読んで
◆表紙のトマトがとてもおいしそう。夢未市で厚木産
のトマトを購入したい／40代女性　◆公式LINEの新
機能を早速活用している。さらなる進化に期待したい
／50代男性　◆デジタル社会に対応できる力を育てる
教育に興味を持った／20代女性　◆企業による未来に
残せる持続可能なまちづくり活動を知れた／60代男性
◆自然歳時記が、市の鳥に指定されたエナガの特長を
知る機会になった／30代女性

　森里やあつぎこどもの森クラブか
ら話を聞き、これまで「自然はその

ままがよい」と思っていましたが、人の手を加えつつ見守
り続けることで、環境が保たれていることを知りました。
今ある自然環境を当たり前と思わず、大切にしていきたい
と改めて感じました。人の暮らしのそばには、多くの生き
物が息づいています。一人でも多くの方が、厚木の自然や
生き物を考えるきっかけになればうれしいです／佐々木

あつぎストリートフェス
（市民協働提案事業）
　6月20日、17時30分～19時30分。中�
町花の公園。路上ミュージシャンに�
よるストリートライブ。無料。申不
要。問文化魅力創造課☎225-2508。

救急救命講習会
■応急手当普通救命講習会（小児・
乳児対象）
　6月23日、9～12時。応急手当て
の重要性、心肺蘇生法、自動体外
式除細動器（AED）の取り扱い
など。市内在住在勤在学の中学生
以上30人。申6月1〜9日に救急救
命課☎223-9365へ。抽選。
■手話とモニターで学ぶ普通救命
講習会
　7月4日、9～12時。応急手当て
の重要性、心肺蘇生法、AEDの
取り扱いなどを手話通訳、要約筆
記、モニターで学ぶ。市内在住在
勤在学の中学生以上15人程度。（耳

に障がいのある方、聞こえづらい
方も受講可）。
　申電話またはファクス、Ｅメー
ルに氏名、電話番号を書き、6月1
～9日に救急救命課☎223-9365・ �
223-8252・ 6550@city.atsugi.ka�
nagawa.jpへ。抽選。
　いずれも会場は消防本部。無料。

保護者セミナー
「こどもの心を支える」
　7月3日、15時15分～16時45分。
あつぎ市民交流プラザ。講話と情
報交換。こどもの学校生活に不安
がある保護者など20人。無料。申
6月1日～7月2日（託児希望者は6
月18日まで）に青少年教育相談セ
ンター☎225-2520へ。先着順。

あつぎ夢プロジェクト参加
者募集（市民協働提案事業）
　7月25日、14時30分～15時30分。
あつぎ市民交流プラザ。親子で落
語を学ぶ。定員60人。申電話また

7月
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

「「天を舞う大家族天を舞う大家族」」
#4月20日撮影
#鯉のぼり
#若宮公園
#niceatsugi
市公式インスタ
グラムで公開中

申申＝申し込み　問＝問い合わせ　☎＝電話番号　
＝ファクス番号　 ＝Eメール　HP＝ホームページ
　＝講座予約システム　
　　　　　　　　＝市広報番組あつぎ愛テレビ
市役所への郵便物は「〒243-8511○○課」で届きます。

6月
日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30

日時　７月４日　１３～１５時
会場　あつぎ市民交流プラザ

対象　市内在住在勤在学の方40人

申�直接または電話で６月１日から生活
環境課☎225-2750へ。先着順。

はファクス、Ｅメールに氏名、電話
番号を書き、7月3日までにあつぎ
夢プロジェクト事務局☎225-3500・�
294-0888・ Atsugi_yume_pro�

@googlegroups.comへ。抽選。
問生涯学習課☎225-2512。

夏休みボランティア体験の
参加者募集
　福祉や子育て、美化活動などの
ボランティア参加者を募集します。
　《対象》市内在住在学の中学生
以上。申中学校や公民館、市HP
などにある申込書を、直接または
郵送、ファクス、Eメールで7月3
日（必着）までに〒243-8511市民協
働推進課☎225-2101・ 221-0260・
2800@city.atsugi.kanagawa.

jpへ。市HPからも申し込み可。

介護保険料の納入通知書を
6月中旬に発送
　税制改正で住民税が非課税とな
る場合でも、本年度は介護保険料
の算定が課税とみなされる場合が
あります。災害や生活困窮などで
支払いが困難な場合は、相談して
ください。
　《特別徴収》年金受給額が年額
18万円以上の方。年金の定期支払
い（年6回）の際に差し引き（老
齢福祉年金を除く）。
　《普通徴収》年金受給額が年額
18万円未満の方。納付書または口
座振替で納付。年度途中で65歳に
なった方や転入した方などは、特
別徴収に切り替わるまで普通徴
収。問介護福祉課☎225-2393。

国民健康保険料の納入通知
書を6月中旬に発送
　会社などの健康保険に加入した
方は、脱退手続きをしてください。

問国保年金課☎225-2123。

6月1日は「景観の日」
　目に見える眺めだけでなく、印
象も景観の大切な要素です。身近
な景観を改めて考え、次世代につ
なげましょう。問都市計画課☎
225-2401。

本厚木駅北口の新たな公共
空間に関するアンケート
　本厚木駅北口の生まれ変わりに
向けたアンケートを実施します。
　《期間》6月1～15日《対象》本
厚木駅周辺利用者《回答方法》市
HPまたは公民館などにあるアン
ケート用紙で回答。用紙の配架場
所は市HPに掲載。問市街地整備
課☎225-2851。

市民協働提案事業

大切な家族を守る

6/1〜愛TV
　ボランティア団体「ののいちにゃんこのおうち」から、災害時に
猫を守る行動や知識を学べます。

詳細はこちら︎

あつぎハーモニカフェスティバル

《パブリックコメント》
市立中学校部活動地域展開推進計
画の策定
　《閲覧期間》6月1日～7月１日《閲
覧場所》教育指導課、スポーツ魅
力創造課、文化魅力創造課、市政
情報コーナー、公民館、本厚木・
愛甲石田駅連絡所、保健福祉セン
ター、中央図書館、あつぎ市民交
流プラザ、南毛利・東町・猿ケ島
スポーツセンター、荻野運動公園、
子育て支援センター、ぼうさいの
丘公園、ふれあいプラザ、あつぎ
郷土博物館、子ども科学館、あつ
ぎセーフティーステーション番
屋、市HP《応募方法》閲覧場所
にある用紙に掲載。問教育指導課
☎225-2980。

厚木市　市民参加 検索

みみ んん ななの で
つくる
声声

ままちち

猫の防災セミナー無料

申直接または電話で、６月１日から文化会館☎224-9999
へ。先着順。

　世代とジャンルを超えたハーモニカ奏者
の共演が楽しめます。
８月２日　15時30分～17時30分日時

文化会館会場

プロと学生の演奏、藤塚中学校吹奏
楽部・タヒチダンス・地元シンガー
とのハーモニカコラボレーション

内容

800人（全席自由席）定員

３０００円（2人まで入場可。高校生以下無料）費用

内容　�能登半島地震で、飼い主が猫�能登半島地震で、飼い主が猫
の命を守った方法を学ぶの命を守った方法を学ぶ



⚫オオルリ⚫
ヒタキ科

全長16.5㌢、重さ20～27㌘ほど。ウグイ
ス、コマドリと共に日本三鳴鳥の一種。青紫
色の頭と背中、黒色の顔と胸、白色の腹、瑠
璃色の姿が美しい鳥／七沢・不動尻の林縁で
見つけた。 写真・文／ 吉田文雄

　「ピ－リ－リ－」。高いこずえか
ら、美しい鳴き声が聞こえてきた。
　双眼鏡で見つけると、小さな虫
を追いかけてオオルリが飛んでき
た。瑠璃色の美しい夏鳥だ。
　急斜面の岩場に巣を作り、巣材
はトヤマシノブゴケを使う。コケ
は日本文化に定着し、京都の西

さ い

芳
ほ う

寺
じ

は苔
こ け

寺として有名だ。箱根美術館
の庭園も大勢に親しまれている。
　鳥たちは、コケに保温作用と抗
菌作用があること
を自然と理解して
いるのかもしれな
い。賢い生き物で
ある。 トヤマシノブゴケ

厚木市の人口 人　口 22万2313人（前月比260人増)男11万4608人･女10万7705人10万7929世帯（前月比344世帯増）世帯数
（５月１日現在）

６月は

　最終選考に残った4人には、音楽スクールでの本格指導（約2カ月）を実施。優勝者はメジャー
レコード会社から配信デビューし、11月29日に開催されるコンサートに出演できます。

問文化魅力創造課☎225-2508

新人シンガー発掘オーディション

あつぎミュージックフェスティバル

のいずれかに該当する中学生から30歳までの個人またはメンバーの半数以上が条件を満
たすグループ（プロダクションと未契約。未成年者は保護者の同意署名が必要）。

申市役所や市HPにある応募用紙、音源1曲分（CD-R）、参加費を直接または現金書留で6月1～30日（必着）
に〒243-8511文化魅力創造課へ。音源はあつぎミュージックフェスティバル公式HPからも提出可。1次
審査の合格者は7月19日の2次審査に出場。

対　象 ①市内在住在勤在学　②市内の学校を卒業　③活動拠点が市内

1000円(高校生以下500円）参加費

参加者
募集

　私たちの心と体を育む「食」。自身や家族の食生活を見直し
てみませんか。 問健康医療課☎225-2201

栄養のバランスを大切に

　栄養素は単独では効果を十分に発揮でき
ず、複数が組み合わさることで健康を支えてく
れます。丼飯や麺料理の一皿でも、上手に食
材を選べば「主食・主菜・副菜」のバランスを取れます。
　時間がない時も、市販品や冷凍食品を上手に活用したり、一
品を追加したりするなどの工夫で、健康的な食事ができます。
できることから始め、無理なく栄養バランスを整えましょう。日時 6月1～30日　　会場　保健福祉センター 詳細はこちら

パネル展示を開催

管理栄養士　山田夕紀

　さまざまな経験を通じ、「食」に関する知識を身に付け、必要な栄養
や食材を選ぶ力を育むことです。健康的な食習慣を培い、生涯にわたっ
て「食べる力」＝「生きる力」を育みましょう。

　食育月間に合わせ、食育に関するパネル展示
を開催します。

食べ
るっ
て楽
しい

・食べ過ぎに注意し、1日3食をバランスよく食べる
・家族や仲間と楽しく食事をする
・しっかりとかんで食べる
・旬の食材で料理を作る

家庭でできる食育！

食と向き合おう食と向き合おう
食育とは

食育月間

2026(令和８)年６月１日 ８


